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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　教育委員会 information

子
ど
も
の
心
は
「
甘
え
と
自
立
」
を

繰
り
返
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す

子
ど
も
家
庭
相
談
課
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子
ど
も
た
ち
は
、
十
分
安
心
感
を
も

ら
う
と
、
次
第
に
自
分
で
や
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
れ
が
意
欲
と

な
り
、
自
立
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　
自
立
の
世
界
は
自
由
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
同
時
に
不
安
な
世
界
で
も
あ
り
ま

　
「
甘
え
さ
す
」
と
い
う
の
は
、
子
ど

も
の
情
緒
的
な
欲
求
に
応
え
る
こ
と
で

す
。「
抱
っ
こ
し
て
」、「
話
聞
い
て
」

と
い
う
訴
え
や
、
子
ど
も
が
泣
い
た
時

な
ど
に
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ
と
は
、

大
い
に
や
っ
て
い
い
こ
と
で
、
甘
や
か

し
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
も
ち
ゃ
や
お
菓
子
、
お
金
な
ど
子

ど
も
の
物
質
的
な
欲
求
に
そ
の
ま
ま
応

え
て
し
ま
う
こ
と
は
、「
甘
や
か
す
」

こ
と
に
な
り
、
き
ち
ん
と
制
限
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月
上

旬
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
、
ま
た
は

お
近
く
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽

木
は
支
所
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
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新
し
い
家
族
の
誕
生
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
も
兄
弟
姉
妹
が
で
き
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
お
世
話

を
す
る
こ
と
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
て
の
気
持
ち
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を
独
占
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

「
お
母
さ
ん
、
抱
っ
こ
！
」「
こ
れ
や
っ
て
～
」
と
甘
え
て
く
る

姿
（
赤
ち
ゃ
ん
返
り
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
子
ど
も
の
甘
え
を

受
け
止
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
て
、
周
囲
に
対

す
る
信
頼
感
を
育
て
る
う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
返
り 

は

　
　
成
長
の
第
一
歩
！

「
甘
え
さ
す
」
と

　「
甘
や
か
す
」
の
違
い

「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い

６
月
30
日
ま
で
に

す
。
そ
の
不
安
が
大
き
く
な
る
と
、
子

ど
も
は
安
心
感
を
得
る
た
め
に
甘
え
る

行
動
を
と
り
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

何
度
も
繰
り
返
し
な
が
ら
子
ど
も
は
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

高
島
の
志
の
教
育

平
成
26
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
高
い
志
を
も
ち
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を
人
々
の
た
め
、
社
会
の
た

め
に
役
立
て
よ
う
と
行
動
す
る
ひ
と
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
度
、
教
育
行
政
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
前
年
度
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
次
の
内

容
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

○
学
校
教
育
の
充
実

・
小
中
一
貫
教
育
の
本
格
実
施

・
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
向
上

・
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
の
取
り
組
み

  

○
教
育
環
境
等
の
整
備

・
学
校
規
模
適
正
化
の
推
進

・
教
育
施
設
の
計
画
的
な
改
修

・
地
場
産
物
の
使
用
割
合
の
向
上

  

○
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

推
進

 

○
文
化
財
の
継
承
・
活
用

・
文
化
財
の
適
正
な
保
存
と
活
用

・
文
化
的
景
観
の
保
全
と
地
域
の

活
性
化

  

○
青
少
年
教
育
の
推
進

・
自
然
体
験
活
動
や
文
化
体
験
活

動
の
推
進

・
地
域
あ
げ
て
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
体
制
の
構
築

・
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

や
そ
の
家
族
の
支
援

  

○
社
会
教
育
の
推
進

・
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供

・
家
庭
教
育
や
地
域
の
子
育
て
支

援
の
促
進

・
学
社
連
携
・
融
合
の
推
進

○主な議案
・高島市就学指導委員会委員の委嘱等について
・高島市立学校結核対策委員会委員の委嘱等

について
・高島市立学校薬剤師の委嘱について
・高島市立学校歯科医の委嘱について
・高島市少年補導協力員の委嘱等について
・高島市少年センター運営委員会委員の委嘱

等について
・高島市学校給食運営委員会委員の委嘱等に

ついて
○協議・報告事項
・平成 26 年度高島市立学校学校評議員につ

いて
・平成 25 年度高島市立学校学校評価について
・高島市いじめ対策指針の一部改正について
・高島市就学援助費給付要綱の一部を改正す

る告示について
・高島市特別支援教育就学奨励費給付要綱の

一部を改正する告示について
・高島市文化財保存事業補助金交付要綱の一

部を改正する告示について
・名勝朽木池の沢庭園の保存活用について

　この度の改選によりまして教
育委員長に選任されました。よ
ろしくお願いいたします。
　少子高齢化、グローバル化や
高度の情報化の進展など社会・
経済の変化は教育環境に大きな影響を与えるとともに、新た
な課題も生じています。こうした中で教育委員会の役割は大
変重要であるといえます。
　市教育委員会では「高島の志の教育」の基本的な方向性に
基づき、誇りと自信をもって未来を生きることができる人づ
くりに取り組んでいます。
　今、高島では「全国学力・学習状況調査の結果から学力向
上に向けた取り組み」「学校規模の適正化に向けた小学校の
統合」「いじめの未然防止・通学路に対する安全対策」等学
校教育に関する課題が目前にあります。これらの諸課題の解
決は学校教育と社会教育がそれぞれの教育機能を充実させる
とともに、連携・融合を図り、市民の一人ひとりが生涯を通
じて主体的に学び、多くの人々がつながる生涯学習社会づく
りを進めることが将来を担う子どもたちの学びに結びつくと
考えます。その他青少年の健全育成、生涯スポーツの推進、
文化財の保存等々、教育委員会の果たすべき役割は数多くあ
ります。これら多くの課題に向けて努力いたす覚悟ですので
皆様方のご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

第４回定例会報告   ４月 23 日開催

高島市教育委員会委員長
　　　 城戸　重臣

教育委員長  就任の


